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至大河原

［アクセス］
  自動車：東北自動車道「村田IC」より直ぐ
  バ　ス：ミヤコー高速バス 村田・遠刈田行（仙台発：所要約30分）
  　　　 「村田町役場前」より徒歩５分
  電　車：JR東北本線「大河原駅」下車、ミヤコーバス 村田・川崎行
  　　　 「村田中央」より徒歩10分

〒989-1305 宮城県柴田郡村田町大字村田字迫85
 TEL：0224-83-6822／FAX：0224-83-6844
 E-mail：miraikan@town.murata.miyagi.jp
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村田町村田重要伝統的建造物群保存地区選定5周年・旧大沼家住宅重要文化財指定記念

重伝建地区＆修理現場
見学会

11月30日（土）10：00～
  ●集合場所：重要文化財 旧大沼家住宅
　　　　　　　　（村田町大字村田字町191）
  ●参 加 費：無料
  ●申 込 み：11月1日（金）～29日（金）
　     　　　　　   ※歴史みらい館まで電話で申込み

― 建築史料から見る村田商家 ―

ふ

普請
しん 企 画展

関 連 行 事

村田町村田伝統的建造物群保存地区が平成26年に国の重要伝統的建造物群保存地区（重伝建

地区）に選定されてから、令和元年９月で５周年を迎えました。また、平成30年８月には、

重伝建地区内にある旧大沼家住宅が国の重要文化財に指定されました。それらを記念し、

今回の企画展では、重伝建地区の商家に伝わる建築関連の史料を集めて紹介します。家相図

や雛箱など、建物を建てたり修理したりすること（普請）にまつわる様々な史料から、人々

がどのような思いを込めて建物を建て、そして受け継いできたかについて辿ります。

か  そう ず

ひな ばこ

村田中央
バス停

1『二番嘉例録』慶応２年（1866）～大正12年（1923）
   （重要文化財旧大沼家住宅附）
2『店普請帳』大正３年（1914）
   （重要文化財旧大沼家住宅附）
3上棟史料：打出の小槌・一升枡  明治７年（1874）
4雛箱  嘉永６年（1853）
5昭和初期の上棟式
6『村田町字町囲図』明治時代 6
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